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第６期計画の基本理念を継承します。 

平成 37（2025）年までの長期的な視点で推進する将来像 

２つの基本目標と５つの事業体系を設定し事業に取り組みます。 

地域で高齢者が自身の健康を 

守ることができるまち 

高齢者の心身の変化に 

あわせた支援ができるまち 

１ 

心
と
体
の
元
気
づ
く
り
の
推
進 

２ 

共
に
支
え
る
地
域
づ
く
り
・ 

認
知
症
施
策
の
推
進 

５ 

介
護
保
険
事
業
の
推
進 

４ 

地
域
包
括
支
援
事
業
の
推
進 

３ 

安
心
で
き
る
在
宅
生
活
の
た
め
の 

環
境
づ
く
り
の
推
進 

 

高齢者保健福祉計画は、富谷市総合計画を上位計画として、高齢者すべてに関する保健福祉全般にわた

る計画と位置付けられています。その中で、介護保険事業計画は、介護を必要とする高齢者及び介護をす

る家族を支援するための計画です。 

また、第７期みやぎ高齢者元気プランをはじめとする、健康または福祉の関連計画を踏まえたものとし

ます。 

計画期間は、平成 30 年度から平成 32 年度までの３年間であり、団塊の世代が 75 歳を迎える平成

37（2025）年を見据えた中長期的な計画とします。 

 

 

 

 

「あらゆる世代が元気に暮らす健康自慢のまちを創ります」 

（地域包括ケアシステムの深化・推進） 

 

 

 

「高齢者が住み慣れた地域で安心して 

自分らしく生涯を過ごせるまちづくり」
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◆◆ 総人口と高齢者人口の推移 ◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆ 要介護認定者数の推移 ◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆ 給付の推移 ◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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（人） 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

実績値 推計値

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年

施設入所 591,252 651,898 701,536 821,274 919,007 1,034,330
地域密着型 299,957 371,339 392,874 441,857 466,369 481,106
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65～74歳 5,507 5,768 5,986 6,143 6,307 6,483 6,296
75歳以上 3,311 3,562 3,822 4,104 4,400 4,656 5,814
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実績値 推計値 高齢化率は、 

平成 29 年の

18.7％から、 

平成 37 年には 

22.0％になる 

見込み 

75歳以上の高齢者

人口は、平成 29 年

の 3,822 人から、 

平成 37 年には 

5,814 人と約 1.5

倍になる見込み 

見込み 

 

要介護認定者は、 

平成 29 年の 

1,383 人から、 

平成 37 年には 

2,130 人になる 

見込み 

給付費は、 

平成 29 年の 

2,091,173 千円 

から、 

平成 32 年には、 

2,641,937 千円 

になる見込み 
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◆◆ 『地域包括ケアシステム』ってなに？ ◆◆ 

可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援が一体的に提供される地

域の包括的な支援・サービス提供体制のこと。 

見守り支え合うネットワーク

●民生委員・児童委員

●町内会等 ●避難行動要支援者名簿の更新
●避難支援個別計画策定
●福祉避難所の充実

ケアマネジャーによる

サービスのコーディネート

地域の方々によるお互いの

助け合い、支え合い活動

介護保険に代表される

社会保障制度及びサービス

●総合相談
●権利擁護事業等

相談機能の充実

地域活動の発信・支援

●緊急通報システム事業
●家族介護用品支給事業
●給食サービス
●元気回復ショートステイ事業

高齢者在宅生活支援事業の推進

●家族介護者教室・交流会
●認知症の人と家族の会
●緊急支援ショートステイ事業

介護する家族への支援

支援

●ゆとりすとクラブ・サロン事業

高齢者の閉じこもり予防・

交流の場の推進

●老人クラブ
●元気・元気高齢者応援事業

高齢者の活動支援推進

●虹いろ会食サロン

一人暮らし高齢者への支援

●街かどカフェ

地域交流ステーションの推進

福祉健康センターにおける健康づくり・交流の場

交流

参加

●地域（ゆとりすと）サポーター
●運動サポーター
●施設サポーター
●生活支援員

高齢者を支えるしくみ

高齢者の生活を支える活動

●シルバー人材センター
●社会福祉協議会
●関係団体

●地区敬老祝い事業
●どんぐりの森活動

地域コミュニティづくり支援

●高齢者のためのケアパスの普及
●買い物情報発信事業
●住まいの情報発信事業

安心して暮らすための情報発信促進

●認知症学びの講座（認知症サポーター）
●認知症ＳＯＳネットワーク事業

認知症にやさしい地域づくり

●介護予防・生活支援サービス事業
筋トレ型通所サービス
通所介護相当サービス
生活支援型訪問サービス
訪問介護相当サービス

●一般介護予防事業
サロン型通所サービス
「サロン より愛」

介護予防・日常生活支援総合事業の推進

●地域包括支援センターの周知・創設
●生活支援サービスの体制充実
●在宅医療・介護の連携
●地域ケア会議の開催
●社会資源マップの作成
●生活支援コーディネーター

地域包括支援センターの整備・機能強化

●認知症地域推進員の活動
●医療ネットワーク推進事業
●認知症初期集中支援チームによる支援

認知症の方を地域で支えるための支援

通院・入院 診療

日常生活に

誰かの手助けが

必要になったら

元気な時

心と身体に不安を感じたら

病院

支援

相談

●かかりつけ医
●専門医
●薬局等

利用

●訪問介護 ●通所介護
●小規模多機能型居宅介護
●看護小規模多機能型居宅介護等

居宅系サービス

●介護老人福祉施設
●介護老人保健施設
●グループホーム
●ケアハウス
●有料老人ホーム等

施設・居住系のサービス

富谷市の地域包括ケアシステムのイメージ図

●とみぱす事業

高齢者の外出支援

多職種連携の会

市民協働による互助・共助

を支援する事業

災害に強い地域づくり

 



 

 

- 4 - 

 

 

 

高齢者が自分自身の状態にあわせて選べるサービスを提供しま

す。新たに、介護予防･日常生活支援総合事業として介護予防・生活

支援サービス及びサロン型通所サービスも展開し、高齢者の自立を

支援します。 

【相談から総合事業等利用までの流れ】 

 

 

 
※基本チェックリスト：介護の原因
となりやすい生活機能の低下に
ついての 25項目の質問票です。 

※40 歳以上 65 歳未満の方は、基
本チェックリストによらず要介
護認定受付が必要です。 

♥利用者様の声♥ 

「腰痛が減ってきて台所に

立つのが楽になってきた 

わ」 

「一人では掃除等が大変

だったので、手伝っても

らって助かっているわ」 

① 介護予防・日常生活支援総合事業の推進 

【問い合わせ】 

各地域包括支援センター 

非
該
当

福祉健康センターの各事業，
ゆとりすとクラブサロン，
地域のサークル 等

サロン型通所サービス
「サロン より愛」
仲間との交流で

閉じこもりや認知症予防

通所型サービスA
筋トレ型通所サービス

軽体操や
筋力トレーニングなど
による運動機能の向上

訪問型サービスB
生活支援型
訪問サービス

自分でできない部分の
家事（掃除･洗濯など）支援

相

談

・・・
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

要
介
護
認
定
申
請

非
該
当

要
介
護
認
定

対象者の希望・状態確認

基本
チェックリスト
の実施

（国で示す25項目）

要支援
１・２ 介護予防

サービス

要介護
１～５

介護
サービス

介護予防・
生活支援
サービス

該
当

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

地域の方（サポーター）が地域の高齢者を支える地域循環型の仕組みを

推進します。 

●地域サポーターの育成（養成研修・交流会） 

地域で実施しているゆとりすとクラブ・サロ

ン等をサポートする人材を育成します。 

●運動サポーターの育成 

「介護予防・生活支援サービス事業 筋トレ

型通所サービス」を支援するサポーターを、運

営事業所との連携を取りながら短期コースで

育成します。 

●施設サポーターの育成 

（高齢者福祉施設と地域の支えあい支援事業） 

事業を実施する施設に協力しながら、定期的に施設へ

訪問し、傾聴や入居者との食事、掃除等を支援するサ

ポーターを育成します。 

●生活支援員の育成 

「介護予防・生活支援サービス事業 生活支援型訪問

サービス」における家事支援を担う生活支援員を育成し

ます。 

② 市民協働で高齢者を支える仕組みづくり 

【問い合わせ】富谷市保健福祉総合支援センター 電話 348-1138 

ボランティア
支援を行う

外出・交流の
機会が増える

介護予防

役割がある 待っている
人がいる

必要とされ
ている

社会(地域)参加

【支えの地域循環サポーターの元気は地域の元気】 

♥参加者様の声♥ 

「一緒に年齢重ねて、教えてもらえること 

たくさんあるわ。」 

「そこにとどまっていても答えは、見つから

ない。あなたも第一歩踏み込んでみて！」 
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３か所の地域包括支援センターが関係機関と連携・協働により高齢者の生活を支えます。地

域ケア会議の開催や生活支援コーディネーターを配置し、高齢者支援体制の充実を図ります。 

   ※地域包括支援センター･･･････主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師などの専門職員が高齢者の
暮らしを支える地域の相談・支援機関です。 

※生活支援コーディネーター･･･ボランティアへの声がけや高齢者とボランティアをつなぐ等、高齢者
に寄り添い支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♥利用者様の声♥ 

「身近なところで訪問相談にのってく 

れてたすかったわ。」 

●地域包括支援センターいちい 

電話 343-5920 

●地域包括支援センターさくら 

電話 205-2571 

●富谷中央・あけの平圏域地域包括支

援センター委託予定（平成 30年度） 

※保健福祉総合支援センターは、３か

所のセンターを統括する基幹型セン

ターとして拡充します。 

電話 348-1138 

④ 高齢者支援体制･･･地域包括支援センターの機能強化 

地域包括支援センター いちい
富ケ丘・日吉台圏域協議体

地域包括支援センター さくら
東向陽台・成田圏域協議体

富谷中央・あけの平圏域協議体
（平成30年度開所予定）

生活圏域（地域包括）毎の協議体（第二層協議体）
生活支援コーディネーターを核とした多様な

関係団体の定期的な情報共有及び連携・協働による取り組み

・社会福祉協議会 ・シルバー人材センター ・ＮＰＯ法人
・民生委員児童委員協議会 ・町内会 ・老人クラブ など

資源開発
・地域に不足するサー
ビスの創出

・サービスの担い手の
養成

・元気な高齢者等が支
援者として活動する
場の確保など

ネットワークの
構築

・関係者間の情報共
有

・サービス提供主体
間の連携の体制づ
くり

ニーズと取り組み
のマッチング

・地域ニーズとサー
ビス提供主体の活
動のマッチング

保健福祉総合支援センター：基幹型・機能強化型地域包括支援センター
保健福祉総合支援センター運営協議会：全圏域協議体（第一層協議体）

生活圏域毎の地域ケア会議 地域ケア個別会議

 

 

 

●認知症学びの講座 

「認知症ってどんな病気？」 

「どんな症状がでるの？」 

「どんなふうにかかわればいいの？」など、 

認知症について必要な知識を学べる講座を開催して 

います。町内会、市民グループ、職場などに伺います。 

 

 

 

 

 

●認知症ＳＯＳネットワークシステム 

（事務局：大和警察署） 
認知症の高齢者が徘徊等で所在不明になった 

場合に、ＳＯＳネットワークの要請を受けて大 
和警察署が会員に手配します。事前登録もでき 
ますので、いざという時の早めの対処が図れます。 

③ 認知症に理解のある地域づくり 

【問い合わせ】 

富谷市保健福祉総合支援センター 

電話 348-1138 

【問い合わせ】大和警察署（生活安全課） 

電話（代表） 345-0101 

【ＳＯＳネットワークシステムの概要】 

 

●オレンジリングは、「認知症の人を応援します」とい
う意思を示す「目印」 

●エコバックは、富谷市全体で認知症を支える連帯の証 

一緒に学んで、認知症に対
する偏見がなくなり、認知
症の人やその家族の応援 
者になりましょう。 
皆さんの身近な地域に出
向きますので声をかけて 
ください！ 
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第1号

被保険者

23.0％

第2号

被保険者

27.0％

国・都道府県・市

町村

45.0％

国の

調整交付金

5.0％

介護保険財源内訳（イメージ）

富谷市は第1号被保険者が負担
（国の調整交付金0％）

◆発行年月：平成 30 年 3 月  ◆編 集：富谷市保健福祉部 長寿福祉課 

◆〒981-3392 宮城県富谷市富谷坂松田 30 ◆電 話：358-0513 ◆FAX：358-9915 

 
介護保険はみんなで支え合っています！ 

◆◆ 介護保険の財源内訳 ◆◆ 

 

市では、高齢者人口や介護サービスの量を見込んで、３年ごとに介護保険事業計画を策定し、介護保険

料の改定を行っています。介護給付費は、平成 30 年度～32 年度（第 7 期）には、平成 27 年度～29

年度（第 6期）に比べて約 15％上昇し、要介護等認定者数も増加する見込みです。 

そのため、平成 30 年度～32 年度（第 7 期）の介護保険料については、第６期より約３％上昇の下記

の通りの額に改定します。所得段階については、第６期と同様の 12段階としました。 

◆◆ 第 7 期事業計画における主な改正ポイント ◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

 

◆◆ 所得段階別保険料額 ◆◆◆◆◆◆◆◆ 

区分 段階 

対象になる方 
調整 

割合 
月額（年額）保険料 市町村民税課税状況 

その他の条件 
ご家族 ご本人 

基
準
額
よ
り
軽
減
さ
れ
る
方 

第１段階 

― ― 生活保護受給者 

(0.50) 

0.45 

（2,875 円） 

2,588 円 

（34,500 円） 

（31,100 円） 

全員非課税 非課税 老齢福祉年金受給者 

全員非課税 非課税 
前年の合計所得金額と課税年金収入額の 

合計が 80 万円以下 

第２段階 全員非課税 非課税 
前年の合計所得金額と課税年金収入額の 

合計が 80 万円を超え、120 万円以下 
0.65 3,738 円 （44,900 円） 

第 3段階 全員非課税 非課税 
前年の合計所得金額と課税年金収入額の 

合計が 120 万円超 
0.75 4,313 円 （51,800 円） 

第 4段階 課税者あり 非課税 
前年の合計所得金額と課税年金収入額の

合計が 80 万円以下 
0.85 4,888 円 （58,700 円） 

基
準
額 

第 5段階 課税者あり 非課税 
前年の合計所得金額と課税年金収入額の

合計が 80 万円超 
1.00 5,750 円 （69,000 円） 

基
準
額
よ
り
増
額
さ
れ
る
方 

第 6段階 ― 課税 前年の合計所得金額が 120 万円未満 1.20 6,900 円 （82,800 円） 

第 7段階 ― 課税 
前年の合計所得金額が 

120 万円以上 200 万円未満 
1.30 7,475 円 （89,700 円） 

第 8段階 ― 課税 
前年の合計所得金額が 

200 万円以上 300 万円未満 
1.50 8,625 円 （103,500 円） 

第 9段階 ― 課税 
前年の合計所得金額が 

300 万円以上 400 万円未満 
1.65 9,488 円 （113,900 円） 

第 10段階 ― 課税 
前年の合計所得金額が 

400 万円以上 700 万円未満 
1.85 10,638 円 （127,700 円） 

第 11段階 ― 課税 
前年の合計所得金額が 

700 万円以上 1,000 万円未満 
2.00 11,500 円 （138,000 円） 

第 12段階 ― 課税 前年の合計所得金額が 1,000 万円以上 2.25 12,938 円 （155,300 円） 

※年額保険料については、100 円未満切り上げ 

※第 1 段階の対象者に対しては、基準額 0.50 の調整割合をさらに 0.05 引き下げ負担を軽減 

 

介護保険の財源は、保険料と公費でそれぞれ半分ずつ負担しています。今

期は第１号被保険者（65 歳以上の方）が納める保険料が費用全体の 23％、

第２号被保険者（40 歳～64 歳の方）が 27％を負担し、社会全体で支え

る仕組みとなっています。 

●第 1 号被保険者の介護保険料の負担割合が、22%から 23%に上昇 
●介護サービスに係る介護報酬が、0.54%引き上げ 
●保険料軽減として、平成 30 年度は所得段階第１段階を 0.50 から 0.45 に、 
平成 31 年度の消費税増税により、第１段階～第３段階をさらに公費により保険料の軽減が行われる予定 

●一定以上の高額所得者に関して、利用負担割合が２割から 3 割に 
●高額介護サービス費の月額を、住民税を課税する一般的な所得のある高齢者の上限額を引き上げ 

 

 


